
京都府における主な発達障害者支援

１歳半 ３歳 成人期～高校小・中学校４～５歳

【特別支援学校】

１歳半
健 診

（市町村）

３歳児
健 診

（市町村）

府独自

５歳児
健 診

（市町村）

【通常学級】

・特別支援教育コーディネーター

の指名

・通級指導教室設置数：187教室

【高等学校】

【育児相談等】 保健所

市町村保健センター （母子保健）

【就労支援】

【生活訓練】

・京都高等技術専門校

・障害者職業センター

・JPはあとふるコーナー

・障害者就業・生活支援

センター（８ヶ所）

・ハローワーク

・障害者職業センター 等

【教育窓口】 京都府スーパーサポートセンター

各特別支援学校の地域支援センター （15ヶ所）

【特別支援学級】

【大学等】

<就学支援>

学生課

学生相談室

保健センター

<就職支援>

就学支援室

【相談支援】

・特別支援教員

支援員の配置

・通級指導教室：

２教室

支援ファイル・ 移行支援シートによる関係機関の連携

【医学的管理】 こども発達支援センター ・ 舞鶴こども療育センター ・ 花ノ木医療福祉センター ・ 聖ヨゼフ医療福祉センター

（京都大学医学部附属病院、京都府立医科大学附属病院 等）
精神科医療機関

就労移行支援事業所 （55ヶ所）
【福祉的支援】 児童発達支援 （162ヶ所） 放課後等デイサービス （376ヶ所） 就労継続支援Ａ型業所 (105ヶ所）

（センター含む） 就労継続支援Ｂ型業所 （373ヶ所）
保育所等訪問支援（43ヶ所） (R6.4.1現在）

【普及啓発】 ・世界自閉症啓発デーin京都 ［京都駅前イベント、京都タワー等ブルーライトアップ］ (R6.4.2) ・パープルサンガ主催試合 グラウンドウォーク (30.10.13）

判定時期

（要支援）

スクリーニング
問題なし

５９．１％

園支援

１７.９％

要支援

１３．５％

管理中

９．５％

発達クリニック

全保

健所

発達検査
17市

町村

発達相談
19市

町村

園巡回

親への支援
ﾍﾟｱﾚﾝﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

10市町村

社会的適応行

動訓練の実施

(SST)

12市町村

事後支援

文科省調査

通常の学級に在籍し学習面または行動面で著しい困難

を示すとされた児童生徒

小・中学校８．８％、高校学校２．２％（推計値）

４４．６％ ２０．９％２７．０％

【人材育成】 ・発達障害者専門研修 ［臨床心理士、作業療法士、保育士等 ～㉛ 1,199名受講］

・相談支援従事者専門研修 ［～③ 488名受講］

・発達障害専門医派遣養成 ［こども発達支援センター ㉕～ １名、㉗～２名］

・ペアレントメンター養成研修（㉓㉔㉙ 43人）

発達障害の診療ができる専門医 ( ）内は全国

・発達障害診療医師 15名 （341名） (R2.2)

・小児神経専門医 52名 (1,255名） （R2.2）

・日本児童青年精神医学会認定医 12名（386名） ( R2.4 ）

＜就学前＞

保健所、市町村保健センター（母子保健）における発達相談

＜成人期支援が中心＞

発達障害者支援センター「はばたき」

圏域センター（６箇所）

＜ <学齢児中心＞学校等関係機関と連携した相談支援の実施

南部：発達障害者支援センターこども相談室

中部：花ノ木医療福祉センター

北部：舞鶴こども療育センター

障害児相談支援（170事業所） 計画相談支援（348事業所）＜サービス利用児・者＞

〇園支援：支援は必要だが、園におけるサポートの中

で成長が期待できる児→主に園巡回支援の対象

〇要支援：発達の評価や個別支援の開始が望まれる児

→ 児・保護者への専門的支援

〇管理中：医療、療育機関において管理中

23市町村

（参考１）


